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次の問題１あるいは問題２のいずれかの問題を選択して解答しなさい。 
(選択した問題の番号を解答用紙に記載すること。) 
 
問題１ 次の文章を読み、問１および問２に答えなさい。 
 

ある対象について KUTSU ということばの音を聞いたとしよう。子どもは、「くつ」と大人が呼ぶ

モノは KUTSU という音で表すことを覚える。「くつ」の一事例を見せられて、「これは何？」と問わ

れたら、やがて「KUTSU」と答えられるようになる。同様に子どもは、黄色い甘い果物の名前が

「BANANA」と呼ばれることを覚え、その果物を大人が指差して「これ何？」と聞いたら「BANANA」

と答えることができるようになったとする。しかし、その子どもが、バナナ、リンゴ、ミカンが入っ

ているボウルから「BANANA」を取ってと指示されたのに、リンゴを取ったりミカンを取ったりした

ら、親はわけがわからず、ビックリするだろう。 

だが、ことばの形式と対象の間には（1）双方向性の関係性があるという、人間にとって当たり前の

ことは、動物にとっては当たり前ではないのである。今井が何年も前に見た、ある動画を紹介したい。

京都大学霊長類研究所（当時）の 松沢
まつざわ

哲郎
てつろう

教授とチンパンジー「アイ」の実験の動画だった。 

アイは訓練を受けて、異なる色の積み木にそれぞれ対応する記号（絵文字）を選ぶことができる。

黄色の積み木なら△、赤の積み木なら◇、黒の積み木なら〇を選ぶという具合である。アイはこれを

ほぼ完璧にできるという。訓練のあと、時間が経ってもその対応づけの記憶は保持されていた。 

しかし、動画後半の展開は衝撃的だった。今度は、アイに、記号から色を選ぶよう指示した。黄色、

赤、黒など、最初の訓練で用いた色の積み木を用意した。△を示したら異なる色の積み木から黄色い

積み木、◇を見せたら赤い積み木、〇を見せたら黒い積み木を選べると、当然私たちは予想する。自

分の子どもでそれができなかったらパニックになるかもしれない。だがアイは、訓練された方向での

対応づけなら難なく正解できるのに、逆方向の対応づけ、つまり異なる記号にそれぞれ対応する積み

木の色を選ぶことが、まったくできなかったのである。 

人間の子どもの言語の発達を研究する今井は、この事実に 驚愕
きょうがく

し、興味を 掻
か

き立てられた。普段

文献をフォローしている人間の子どもの言語発達の分野で、このような事実を指摘する論文をそのと

きまで読んだことがなかった。実際、ヒトの幼児のことばの意味の推論を研究した実験は、ほとんど

すべて、子どもにある対象を指差して「ネケ」という新奇なことばを教えた場合、子どもが「ネケ」

という ことば
、 、 、

を理解したかどうかを確かめるために、その対象とそれとは異なるモノを一緒に見せ、

「ネケはどれ？」と聞く方法が標準的であった。 

しかし、この実験の方法は、A は X であると教えたときに、子どもが同時に逆方向も学習できてお

り、X は A であると「教わる」ことを想定しているのだ。つまり、この黄色い積み木は KIIRO であ

ると教えたとき、KIIRO という音は黄色い積み木を指すとか、この赤くて丸い果物は RINGO である

と教えたとき、その逆の RINGO という音は赤くて丸い果物なのだと思いこむことを想定している。

この逆方向への一般化こそが、特定の音が対象の名前なのだという理解を支えているとも言える。 

だが、よくよく考えてみると、この一般化は 論理的
、 、 、

に
、

は
、

正しくない。「A ならば X」は、「X なら

ば A」と同じではない。このことは、「ペンギンならば鳥である」が正しくても、「鳥ならばペンギン
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である」は正しくならないことからすぐわかることだ。 

アイが「黄色い積み木は△、赤い積み木は◇」と学習しても、「△は黄色い積み木、◇は赤い積み木」

と選べないのは、論理的にはまったく正しいのである。 

対象→記号の対応づけを学習したら、記号→対象の対応づけも同時に学習する。人間が言語を学ぶ

ときに当然だと思われるこの想定は、（2）論理的には正しくない過剰一般化なのである。 

 
出典：今井むつみ・秋田喜美 著『言語の本質』中央公論新社，2023年 

 

 

問１． 下線部(1)「双方向性の関係性」を、筆者の趣旨に添って 400 字以内で説明しなさい。 

 

 

 

問２． 下線部(2)「論理的には正しくない過剰一般化」の身近な実例を挙げて、言語の特徴を 600
字以内で論じなさい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 

 
問題２ 次の文章を読み、問１および問２に答えなさい。 
 

言葉には、その言葉を使う人々の意識と、その背後にある文化的な価値観が反映されます。その例

として、差別語を取りあげることにしましょう。 

英語は性差別語（sexist language）だと言われることがあり、その例として、“man”で人を代表

することがよく挙げられます。 

“chairman”（議長）、“fireman”（消防士）、“mailman”（郵便配達）、“policeman”（警察官）な

どがそうです。 

また、男のほうが基本形であり、女性のほうが派生形である語も問題視されます。 

“steward”（男性客室乗務員）と“stewardess”（スチュワーデス）、“actor”（男優）と“actress”

（女優）、“waiter”（ウェイター）と“waitress”（ウェイトレス）などがそれに当たります。 

そうした性差別語は望ましいことではないとして、近年急速に性中立語（gender-neutral language）

に言い換えが進んでいます。 

たとえば、“chairman”は“chairperson”に、“fireman”は“firefighter”に、“mailman”は“mail 

carrier”に、“policeman”は“police officer”に言い換えられます。 

また、“steward”と“stewardess”の対立は、“flight attendant”（客室乗務員）のように別語に

言い換えられますし、“actor”と“actress”の対立は、“actor”（俳優）に統一されたりします。また、

“waiter”と“waitress”は、“server”（給仕担当者）と言い換える方法と、“waiter”で統一する方

法があります。 

こうした性差別語は日本語のなかにもあります。伝統的に女性が多い職業には看護婦、保母などの

名称がありますし、反対に男性が多かった医者、作家などでは、女医、女流作家のように女性だけを

特別な名称で呼ぶ場合もあります。 

しかし、日本語でも性差別語の見直しが進み、看護婦は看護師に、保母は保育士に言い換えが進む

一方、「女～」「女流～」は避けられる傾向にあります。 

当事者が不愉快に感じる差別語は、女性を指す言葉に 留
と ど

まりません。高齢者・子どもを指す言葉（「じ

じい」「がき」）、ある人種を指す言葉（「毛唐」「三国人」）、ある職業を指す言葉（「百姓」「坊主」）、心

身の 障碍
しょうがい

を指す言葉（「つんぼ」「精神分裂病」）などがこれに当たります。 

そこで、（1）政治的公正性（PC：political correctness）を期すため、こうした差別語を言い換える

動きが進んでいます。 

言葉狩り（verbal hygiene）という言葉が象徴しているように、こうした社会的な動きに反発があ

るのは事実です。その根拠として、（2）問題は言葉にあるのではなく、差別意識にあるのだから、い

くら言葉の言い換えに終始したとしても、意識を改革しないことには根本的な解決にはならないとい

う意見、その言葉が相手を 侮蔑
ぶ べ つ

するかどうかは文脈によって決まることが多く、文脈を無視して表面

的な言葉の使用だけを問題にするのはレッテル貼りにしかならないという意見などがあり、それらは

傾聴に値します。 
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出典：石黒圭 著『日本語は「空気」が決める 社会言語学入門』光文社，2013 年 

 

 
 
 
問１． 下線部(1)の“political correctness”の意義と限界について具体例を挙げながら 400 字以内で

論じなさい。 

 

 

 

問２． 下線部(2)にある“political correctness”反対派の主張の論理を整理し、あなた自身の見解を

600 字以内で述べなさい。 
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